


最高の時間 都会の地下鉄でほっこりする読書のひととき
あかるい大通りを大切な人とそぞろ歩き
ふだんの食卓の家族との和やかな語らい
週末に友達とはめをはずして気分転換

今年7月、誠品ではインターネットを通じて「最高の時
間」を募集した。

届けられた世界各地にある日々の至福は、言語に関係な
く、私たちの暮らしの中にあふれる瞬間だった。
日本橋からスタートする誠品生活。ここでの対話は、ま
だ始まったばかり。

Maggie
2本の足が地面から離れた瞬間、命の軽さと
生きている実感が湧いてきた。仕事も悩み
もどうでもいい！自由になった気がした。
 
雙腳離地那一剎那，發現生命的渺小與真實活著的
感覺，工作、煩惱等在那時都變得不重要了！自由
自在的感覺。

iriskao1217
空飛ぶペンギン。
逃げる時に誰かの許可はいりません。脇目も振らず逃げて下さい。
もし逃げ場所がなければ、動物園に行きましょう。
人間社会なんぞに縛られないたくさんの生物があなたを待っていますから。
もしかして、逃げる時は最高の時間。

tsuyoshirei
五年前和歌山県の梅干し工場で働いた時、江ちゃんと一緒に
働いたり、生活したりして猫のこと大好きな私達は台湾に戻
ったら憧れる生活しようとお互い応援した。
今の江ちゃんはもう 5匹の猫ちゃんがいるカフェを開いてる。
店のことも猫の世話もちょっと大変だけど、とにかく憧れる
生活へ頑張っていってよかったと思う。江ちゃんと猫ちゃん
と一緒なら、いつもそういう普通で大切な幸せを感じられる。

カニ子
生まれてきた甥っ子は可
愛いくてしようがない。
目に入れたいくらい愛し
ている。一緒にいるだけ
で、癒される。この時間
こそ、最高の時間です。

劉芳妙
朝起きて向かうのは、山や川。どこを歩いても私だけ。音楽で気分を盛り上げる。
疲れを通り越した体はなんともない。どうしてその場所にいるかなんて、人それ
ぞれ。至福のひととき、それは自然の中で心の奥底にある声に耳をすませる瞬間。
 
起床了只管往山裡去，往溪邊走。到處都是舞台、音樂和愉悅的氣氛。超越疲累的身體，卻沒
有半點抗議。究竟為了什麼聚在這裏，各有各的理由。最好的時光是，順應著自然、聆聽心底
的聲音。

八
共に歩き、共に暮らす。
退屈な日々を行ったり来たり。私たちが歩くのはそんな日常。
単純だけど、確実に過ぎていく時間。
 
一起散步、一起分享生活。
百無聊賴的日子，往後或向前，在路上我們散步著。
這是我們簡單卻踏實的每一刻！

ueuewang
私の暮らしは遥々やって来た君の風景。
自転車を走らせていつもの道へ。
—そこは桜のトンネルだった！
 
我的生活是你遠道而來的風景。
騎著腳踏車穿梭在日常街道。—是櫻隧道啊！

megumi_tsai
ただいまと言った瞬間
は最高の時間だ。
 
每當說聲回家了的瞬間就是
最棒的時間。

シェリル　チン
医者から目を注意するよう言われた。目の保養に、会社隣の公
園に植物を見に行こうかなと思った。何故かいつもと違う生き
生きとした光景が目の前に現れ、つい見入ってしまう。世間の
ことばかりに翻弄されている都会人にいつの間にか忘れ去ら
れているありふれたこと。心を落ち着かせ、思うままに身を委
ね、感じ取れたことかなと思った。ほんの小さな出来事であっ
ても、必ず幸せが宿っているとその自然から教えてくれた。

INFO  
期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）
場所：誠品生活日本橋 テーマウォール

街とともにある幸福のひととき
フォトエッセイキャンペーン

どのひとときも大切なたからもの
ちょっとしただけど確かな幸福のひととき
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20,000点の
洋書の中から、

100,000点の
出版物と

30年で計5,720点を選出し、

毎月、中国語の書籍を8点と、
洋書5点、児童書3点、

CDとDVDを8点選び。

19ジャンルを網羅した。

誠品選書の考え方と原則誠品選書の考え方と原則

内容 Content  
独創性、独自性、
革新性があり、
そのジャンルや分野において代表的なもの。

形式 Form  
編集、表紙とレイアウトデザイン、装丁などが

細部まで
よく作られているもの。

社会 Society  
時流や変化に合った、

影響力ある
テーマが選ばれているもの。

著者 Author  
その分野において

重要または特別な
貢献をしており、
長く華文での創作活動行っているか、初めて発表される作品。

eslite’seslite’s
Special FeatureSpecial Feature

専科本棚専科本棚

eslite
Recommands Books

誠品選書

文字の世界に潜入し、文字の世界に潜入し、
真実の世界を探索する真実の世界を探索する

生活全般、カルチャー観察、食生活生活全般、カルチャー観察、食生活
Issue1Issue1—台湾　同性婚を合法化—台湾　同性婚を合法化
Issue2Issue2—副業が今流行っている！「定時退社」経済—副業が今流行っている！「定時退社」経済
Issue3Issue3—プラスチックを使わない生活—プラスチックを使わない生活

グローバルイシュー発信中グローバルイシュー発信中

ライフライフ

文学、デザイン文学、デザイン
Issue1Issue1—ノーベル文学賞 2018年＆2019年受賞者同時発表—ノーベル文学賞 2018年＆2019年受賞者同時発表
Issue2Issue2—フレンドリーな都市デザイン—フレンドリーな都市デザイン
Issue3Issue3—2019年 世界遺産新登録リスト—2019年 世界遺産新登録リスト

グローバルイシュー発信中グローバルイシュー発信中

クリエイティブクリエイティブ

音楽、美術、映画音楽、美術、映画
Issue1Issue1—なぜバンクシーは自分の作品にシュレッダーを仕掛けたのか？ —なぜバンクシーは自分の作品にシュレッダーを仕掛けたのか？ 
Issue2Issue2—身売りしたサザビーズ—身売りしたサザビーズ
Issue3Issue3—レオナルド．ダ．ヴィンチ没後500周年—レオナルド．ダ．ヴィンチ没後500周年

グローバルイシュー発信中グローバルイシュー発信中
　　アートアート

トレンド、思想、歴史、地理トレンド、思想、歴史、地理
Issue1Issue1—イギリスのEU離脱—イギリスのEU離脱
Issue2Issue2—米中貿易戦争—米中貿易戦争
Issue3Issue3—人類初の月面着陸から 50年—人類初の月面着陸から 50年

グローバルイシュー発信中グローバルイシュー発信中

ヒューマニティーヒューマニティー

グローバル時代の文学界を
リードする

誠品選書 1989-2019
「専科本棚」は、多種多様な日本の出版物を専門的に企画性を持って選んだテーマ読書コーナー。常設のコーナー「専科本棚」は、多種多様な日本の出版物を専門的に企画性を持って選んだテーマ読書コーナー。常設のコーナー
とは異なる知識を得られるよう、時事性のある書籍を選び定期的に入れ替え即時性を保つ。多面的な企画を扱い、とは異なる知識を得られるよう、時事性のある書籍を選び定期的に入れ替え即時性を保つ。多面的な企画を扱い、
毎日の暮らしに沿った知性ある読書棚としたい。毎日の暮らしに沿った知性ある読書棚としたい。

特別企画の初回テーマは「グローバルイシュー発信中」。日本も台湾も属するアジアの観点から、1年の主要な国際ニュースを読み解特別企画の初回テーマは「グローバルイシュー発信中」。日本も台湾も属するアジアの観点から、1年の主要な国際ニュースを読み解
く。「ヒューマニティー」「アート」「クリエイティブ」「ライフ」という誠品書店のコアバリューをもとに、面白くて読みやすい本をく。「ヒューマニティー」「アート」「クリエイティブ」「ライフ」という誠品書店のコアバリューをもとに、面白くて読みやすい本を
セレクトし、個人と世界との距離をより近づけたい！セレクトし、個人と世界との距離をより近づけたい！

誠品は 1990年11月から「誠品選書」プロジェクトを行っている。スタート当時、選書の基準を「すでに重版された
もの、版権のないもの、一時的に流行しただけもの、通俗的な本は選ばない。学術的、専門的なもの、一般向けの
ものなどを問わず、難しいものである必要はないが、創作と出版に対する誠意があるものならジャンルを問わず推
薦書籍とする」とした。

2019年、東京の日本橋にオープンした誠品書店の日本一号店では、これまで同様「誠品選書」を通して読者に誠品の観点を直接伝え
ていきたいと考えている。まず、台湾の誠品選書が推薦した書籍とブランド精神を日本の方々に紹介するため、過去30年の重要な出版
物を精選した。また、日本の多種多様な出版物の中から、その月の代表的で、話題性、独創性があり、編集が優れている書籍もセレク
ト。各ジャンルのクリエーターと編集者との対話につながることを期待している。また、毎月、台湾と同時に台湾の最新の誠品選書を
紹介することで、台湾とは言葉が違う日本においても誠品書店が考える読書と企画を日本の読者に伝えたい。

INFO INFO  
期間：9月27日（金）～ 12月26日（木）期間：9月27日（金）～ 12月26日（木）
場所：誠品生活日本橋　アートブックコーナー場所：誠品生活日本橋　アートブックコーナー

INFO  
期間：定期的に更新し、お薦めします
場所：誠品生活日本橋　誠品選書コーナー
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2012年から始まった「誠品書店読書職人大賞」は、毎年、その年の一冊とその地
の作家を選出する企画。書店で働く 1300人のスタッフが、独自の目でプロフェッ
ショナルな推薦文を書き投票を行うが、その年の誠品の店員の読書傾向が反映さ
れたものでもある。誠品書店の海外展開にともない、香港や蘇州などでも行われ
ている誠品書店のブランド指標性を代表するイベント。

今回の「日本番外編」は、グループ全体から 212人の専門の異なる誠品の目利きスタッフが、最
も代表的だと思う日本の出版物163冊を推薦した。ジャンルを問わない、あくまでも個人的で、
ニッチなもの！台湾誠品のスタッフが「日本」を独自に解釈したもので、「日本」が台湾の読
者の文化的イメージにどのように大きな影響を与えたかを表している。

一番好きな作家  
村上春樹（10％）、東野圭吾（7％）、
小川糸（4％）、是枝裕和（4％）

一番好きな小説  
『ツバキ文具店』、『ナミヤ雑貨店の奇蹟』、

『人間失格』、『万引き家族』

日本の本、私が読んだこの一冊

誠品書店読書職人大賞
日本番外編

人間失格
太宰治／新潮社

選んだ人  
本店運営｜程睿廸　選

太宰が描く主人公は、作品の中で扉を一
つ、また一つと閉じ、暗い隅に閉じこもり
消えていく。世代を超えて強烈に共鳴し、
読者一人ひとりが、この負の感情を思わず
自身に取り込み、困惑し気落ちしてしま
う。しかし、人は自分の存在の小ささを認
めてこそ、決断ができ、勇気をもって失意
の人生を打開できるのではないだろうか。
人として生まれてきたからには、私は一生
懸命生きていく。これからも、よろしく。

新しい単位
編：世界単位認定協会／イラス
ト：五月女 ケイ子／ポプラ社

選んだ人  
商品マーケティング部｜倪玼瑜   選

2005年の私は、村上春樹や白石一文
の本を読んでいて、ドタバタユーモ
アというものが全然わかっていなか
った。ところが、この真面目の頂点
を通り越しておかしさだけが残った
ような本に出会ってから、真面目す
ぎるとかえっておかしく見えるんじ
ゃないか、ちょっと力を抜いた方が
いいんじゃないかと気づいた。私の
人生観を変えてくれた運命の一冊。

犬の記憶
森山大道／河出書房新社

選んだ人  
商品一部｜余得麟   選

写真と文章による森山氏個
人の回想。森山氏特有のハ
イコントラストな作風のよ
うに、写真はワイルドで文
章は繊細で美しい。森山大
道があったから、私たちは
街、そして美に対し、違った
観点やイメージを持てるよ
うになった。

ガイコツ書店員
本田さん
本田／KADOKAWA

選んだ人  
高雄大遠百店｜林羿君   選

もし、書店がコミュニティーの集まりだ
としたら、ほかの場所にある書店もまたそ
れぞれ興味深い様相をしているはずだ。
私は同じ書店員として、この本に描かれ
ている日常の業務やはらはらドキドキす
る場面を見ると、とても親近感を覚えた。
本を探し、陳列し、整理し、外国語でコ
ミュニケーションをとるなど、どの仕事
も時間との戦いだけど、シャッターが下
りた瞬間に、それら全てがストップする。

檸檬
梶井基次郎／新潮社

選んだ人  
敦南音楽館｜張瑞家   選

病気のため 31歳の若さでこの世を去り、遺し
たわずか 20作の作品が作品集『檸檬』に収め
られている。病人による世界の破壊性に対する
絶筆と言えなくもないが、作品集と同名の短編
『檸檬』からは快復したいという思いが伺え
る。そうでなければ、ちょっとした物の美しさ
を仔細に描く必要はないのではないだろうか。
爆弾が爆発する前の静けさが一番恐ろしいが、
ここに全ての面白さがある。ぜひ、読んでみて
ほしい。
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ふしぎ遊戯
渡瀬悠宇／小学館

選んだ人  
高雄大遠百店｜徐詠晴   選

『ふしぎ遊戯』の連載が終了したのは、
ちょうど私が生まれた年。時間が経つの
をひどく遅く感じる子ども時代、とりわ
け現実から本の世界に入り込むあの距離
感に、いつも憧れと戸惑いを感じていた
ように思う。この本が私の成長とともに
あったのは本当によかった。美朱はまだ
いるし、朱雀七星士もまだいる。紅南国
も四神天地書もまだあるし、そして、冒
険に出たいと思っている私もまだいる。
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番外！番外！なんと番外！番外！なんと

「意見が一致！」「意見が一致！」
大賞大賞

期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）
場所：誠品生活日本橋　企画展コーナー場所：誠品生活日本橋　企画展コーナー

INFO INFO  

   文化ノ流│0605│文化ノ流   



あなたの知らない台湾は、
みんな本の中にある

文学の中の生活文化
日本と台湾は、その長い友好的な関係の中で、双方の文化を融合させ、かつ互いに変貌を遂げてい
ます。誠品書店はまだ日本にあまり知られていない台湾発のブランドや文化を、多くの人に知って
ほしいと願っています。文学やライフスタイル、歴史、民芸、食文化など、そのジャンルは多彩。
同時に、日本の作家や出版人による台湾文化への視点も取り入れ、日本と台湾双方の差異への理解
を深めたいと考えます。この日台交流コーナーでは、日本と台湾の新たな読書体験を楽しめます。

〈オープン記念企画〉
日台文学交流ブックエキシビジョン
この展覧は「現代台湾を代表する作家」と「ルーツを超えた日台の観察者」の作品によって
構成されています。台湾人なら誰もが読んでいる文学作品の名作を集め、文章を通して想像
を広げ、新しい日台の風景を読み解きます。

現代台湾を代表する作家
洞察力の鋭い台湾の文学者の、土地と社会に対する思いの源とは。

自転車泥棒
吳明益／
訳：天野健太郎／文藝春秋

〈サブ展示〉まだ見ぬ「裏台湾編」
ガイドブックでは紹介されない、作家たちによる台湾の生活記録。
ようこそ、ディープでローカルな台湾へ！

老屋顔—
台湾レトロ建築案内
辛永勝、楊朝景／
訳：西谷格／エクスナレッジ

越境（ユエジン）
東山彰良／集英社

ルーツを超えた日台の観
ウォッチャー

察者
移民や日台ハーフ、長期滞在者など、日本と台湾の両方を熟知している人は、
自己をどのように捉えているのでしょうか。
文化の文脈の中で考える、アイデンティティーに関する創作展です。

INFO  
期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）
場所：誠品生活日本橋　企画展コーナー

主催：誠品生活日本橋
共催：台北駐日経済文化代表処、台湾文化センター

台北．歴史建築探訪—
日本が遺した建築遺産を歩く
片倉佳史／ウェッジ

台湾レトロ氷菓店—
あの頃の甘味と人びとをめぐる旅
ハリー．チェン（Hally Chen）／
訳：中村加代子／グラフィック社

六月の雪
乃南アサ／文藝春秋

五つ数えれば三日月が
李琴峰／文藝春秋

冬将軍が来た夏
甘耀明／白水社

我的日本：台湾作家が旅した日本
王聰威、舒國治 など／
訳：呉佩珍、白水紀子、山口守／白水社

Japan-Taiwan
Cultural Exchange  

日台交流コーナー
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台湾人から見る日本、日本人から見る台湾とは？

台日生活スケッチ
著名クリエイター 3╳3名の視点

日本橋は江戸の開府以来、日本経済の中心として発展してきました。現在と過去
が融合した、ノスタルジックで個性的な魅力に満ちた街と言えます。誠品書店は
日本橋及び中央区に特化したコーナーを設けました。このエリアにおける 17世
紀から 20世紀までの、様々な文化や人々の生活の変遷にまつわる書籍をセレク
トしています。

文化や生活という切り口から両地域の共通点や相違点を見ていくことは、相互理解
の第一歩です。写真家やデザイナー、イラストレーターといったクリエイターたち
は、お互いの地域や専門分野から見れば、どんなふうに見ているのでしょう？台湾
と日本から 3名ずつ、著名なクリエイター計6名に語ってもらいました。

日本橋物語
歴史、社会、建築、写真

江戸の文学
美術、デザイン、工芸、
文学、映画、演劇

人々の暮らし
食文化、旅行、生活

読んで歩いて日本橋—
街と人のドラマ
白石孝／慶応義塾大学出版会

一日江戸人
杉浦日向子／新潮社

『熈代勝覧』の日本橋
活気にあふれた江戸の町
小沢弘、小林忠／小学館

令和版江戸名所図会—
江戸の街並を俯瞰で楽しむ
永井伸八朗／日貿出版社

幻色江戸ごよみ
宮部みゆき／新潮社

江戸文化の見方
竹内誠／角川学芸出版

INFO  
期間：定期的に更新し、お薦めします
場所：誠品生活日本橋　アートブックコーナー

期間：9月27日（金）～ 11月14日（木） 場所：誠品生活日本橋　企画展コーナーINFO  

台湾観察団  日本観察団  

林唯哲／デザイナー
多くの日本人は、デザインの観念をす
でに身につけているような気がしてい
る。また、最善を追求し続ける姿勢は
日本人の国民性ではないかと思う。台
湾はというと、手法がすごく自由で、
主観と直感を信じている人が多い。

高田唯／アートディレクター
日本のグラフィックデザインはそれな
りに歴史があるから、ある程度ルール
があって、そこを重んじるところがあ
る。台湾はまだ「型」がないから、
その分とららわれていなくて、のびの
びとしている感じ。

紅林／イラストレーター
日本列島には色鮮やかなはっきりとし
た四季があり、これが日本の美的感覚
に深く根付いている。色調もきれいに
整い、洗練されていて美しい。一方、
台湾は亜熱帯のため、すべてが南国の
濃い色で、人や文化、風景にも淡く純
粋な色合いはない。

Noritake／イラストレーター
台湾には昔の日本で感じた和やかな空
気を感じる。多くの人たちが作り出す
もっとも素直で、自然な空気だからで
はないだろうか。そういう空気を感じ
ると、少し心が洗われる。

鄭弘敬／写真家
台湾は生活費が割と安いし、歴史や文
化の独自性から、写真創作にいいとこ
ろだと思う。日本はプロの写真家がか
なり多い。一度注目されると、仕事の
幅や可能性が一気に広がるように思う。

川島小鳥／写真家
台湾の人たちの印象は、日本人とくら
べて人と人との距離感が近くてフレン
ドリー、そして親切。

Timeless
Nihonbashi

日本橋今昔

時を超え、
文化の
スピリットを伝える橋
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台湾ロマン！ 人情味万
よろず

屋
や

時空を超え、昔の「台湾の美」を堪能
古き良き時代の台湾は、どの街角にも色々なものを売っているよろず屋があった。そこにあったのは生活必需
品だけではなく人情。さあ、時空を超えて昔の物を見てみよう。昔の時間、人情や風土、そして日常生活の記
憶を紐解いてみよう……これこそが台湾ロマン！

みんなの心によろず屋がある
老雜時代（まちのよろず屋）｜
林欣誼、曾國祥

歳月を凝縮し
心の記憶にするミニチュアよろず屋
MR.BOX 工作室｜黃風然、陳義升

よろず屋を手描きで再現し
古き良き時代を留め置く
OUNCE studio｜Leslie Wang

さまざまなストーリーを持つ建物が台湾
の歴史地図から一軒、また一軒と姿を消
していく。MR. BOXは昔の風景を手作
りのミニチュアアートにして見る人の心
にその姿を刻めば、建物は決して消えて
なくなることはないと考えた。心の中に
いつまでも残っているように。

海外生活が長い台湾人画家Leslie。故郷
への思いをイラストにし旅先の友と分か
ち合う。一つひとつのタッチが繊細なレ
トロ調のイラストは、台湾の風情と人情
味のあるストーリーを世界に優しく伝え
る。

昔からある雑貨屋は、台湾の風土そのも
のであり、一つの時代でもある。著者夫
婦は二人で 2年かけて台湾に残る昔のよ
ろず屋を訪ね歩いた。読者を時空の旅路
へと誘い、心の奥底に潜んでいた美しい
記憶を呼び覚ます。

誠品文具では、「書．文房具」と「写生書屋」という二つのテーマのコーナーを設
け、実用性があり、理想的な定番文具をセレクトしています。デザイン性の高い、
クリエイティブな書斎ライフを楽しめます。

書斎とスタイリッシュな
生活を愛する人

AREA—書．文房具
  「閲」「聴」「蔵」「書」「器」という五つのジャンルに分け、精緻かつ実用的な書斎アイテムを展開します。
オープニング期間にはスペシャルなブランドも登場。ユニセックスでレトロなスタイルの商品などを揃えます。

Napkin
文字を書いたり、絵を描
いたりもできる同ブラン
ドの筆記具は、インクが
要らず、持ち運びに便利
なデザインアイテムで
す。ルネサンス時代のロ
マンも漂わせる逸品です。

Chord&Major
音響技術だけでなく、ちょっとユ
ニークなイヤホンのブランドで
す。各ジャンルの音楽の歴史的変
遷や曲の構成要素、特徴、表現方
法などを探求。こうして生まれた
のが、音楽ごとにチューニングさ
れる「トーナルイヤホン」です。

RIFLE PAPER
2009年にアメリカで設立されたこのブランドは、「紙とライフ
スタイル」をテーマに商品を展開しています。レトロ感の漂う美
しいアイテムの根幹にあるのは、品質へのこだわりです。アーテ
ィストのAnna Bondによる手描きのイラストはエレガントで純
真。大人でありながらどこか少女の雰囲気を併せ持つ作家自身を
感じさせます。

KOKUYO POP-UP SHOP
本企画では、時代を経て愛されてきたロングセラーや、時代を捉えて進化
したニュースタンダードを展開いたします。10月中旬からは新作も登場。

期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）
場所：誠品生活日本橋　文具エリア
主催：コクヨ株式会社

HIGHTIDE POP-UP SHOP—25th ANNIVERSARY

創業25周年を迎えた今年、誠品生活日本橋にて特設Pop-up Shopを開催。
penco、naheといった代表ブランドを中心に、日々の生活が楽しくなるよ
うな文具や雑貨が、ほぼフルラインアップで揃います。

期間：9月27日（金）～ 11月14日（木）
場所：誠品生活日本橋　文具エリア
主催：株式会社ハイタイド

AREA—写生書屋
「アートラボ」というコンセプトのもと、初心者向けの絵具や筆記具、紙などを揃えます。
また、ブランドとの企画展やワークショップなども行われ、様々な角度から「書く」という体験を楽しめます。
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台湾と日本の昔ながらの温もりを大切に台湾と日本の昔ながらの温もりを大切に

食とくらしの未来像、伝えます食とくらしの未来像、伝えます
「誠品生活市集」では日本と台湾の商品を中心に、季節感を大切にし、かつ現代人の食生活「誠品生活市集」では日本と台湾の商品を中心に、季節感を大切にし、かつ現代人の食生活
にも合う伝統食材やキッチン雑貨を集めています。コンセプトは「温故知新」。基礎調味料にも合う伝統食材やキッチン雑貨を集めています。コンセプトは「温故知新」。基礎調味料
や日本各地でセレクトした食材、二十四節気にまつわる食材、あるいは食器など、今なお残や日本各地でセレクトした食材、二十四節気にまつわる食材、あるいは食器など、今なお残
されている昔ながらの飲食の文化や生活アイテムに出会えます。されている昔ながらの飲食の文化や生活アイテムに出会えます。
併設の「COOKING STUDIO」では、日本と台湾をはじめとした世界の食文化を紹介する併設の「COOKING STUDIO」では、日本と台湾をはじめとした世界の食文化を紹介する
実演イベントのほか、食に関するワークショップも定期的に開催する予定です。実演イベントのほか、食に関するワークショップも定期的に開催する予定です。

達人シェフが伝授する台湾の代表的な料理

誠品行旅（エスリテホテル）
2015年、台湾初のカルチャーホテル「誠品行旅（エスリ
テホテル）」が誕生しました。読書や展示パフォーマンス、
音楽、映画、緑豊かな自然が一体となり、感動的な体験ができるこのホテル
は、デザイナーと市民によるクリエイティブ産業エリアに位置しています。
そこには、「人をもてなし、心をもてなし、場所をもてなす」という気持ち
が込められています。
このホテルで中華料理のシェフを務めるのは、20年近い料理経験を持つ林
彥諄（マース．リン）氏です。中国の浙江料理と杭州料理を得意とする林シ
ェフは、中華料理の新しい表現にも注力し、食材本来の味わいを追究。旅人
やグルメなゲストたちを幸福にする一皿を生み出しています。
今回、海外初となる林シェフによる料理のレクチャーが行われます。「紅焼
牛肉麺、ワタリガニのおこわ、二色の焼きビーフン、昔ながらの大根もちス
ープ、臘味大根もち、西魯肉」といった台湾の代表的な料理を、日本橋の地
で伝授します。

漢方食材と台湾薬膳茶講座

DAYLILY
漢方で体を整えるべく、漢方薬剤師と共に自
分の体質を知り、体質や季節にあった漢方食
材、台湾薬膳茶のブレンドの仕方を学ぶ講座。DAYLILYの大
人気薬膳茶「EAT BEAU-TEA」を監修した漢方の薬剤師柳沢
侑子を講師に迎え、一人ひとりの体質チェックに行います。自
分にあった漢方で身体を整えましょ♪

「大同電鍋」で作る 美味しい家庭料理

Mart編集部
台湾の家庭で愛されている国民的電気鍋「大
同電鍋」を使った料理講座。日本と台湾の家庭
料理を、この鍋を使って手軽に美味しく作れるレシ ピを
ご紹介します。講師の上島亜紀先生の料理や台湾トークも魅力
の講座です。どの回からでもご参加いただけます！

台湾女子の中華食材料理教室

アイリーン．クゥオ
書籍『台湾女子の私的行きつけリスト』の著者である
アイリーン．クゥオによる料理教室。クゥオは日本に移住
したのち、故郷の味が恋しくなり、スーパーで中華食材を探しては簡単で
ヘルシーな料理を作るようになりました。また、大学時代には父親の病気
がきっかけで、「食事療法」についても勉強しました。彼女は体にいいも
のを食べることで、体の中だけでなく、外側も健康的で美しくなることを
知っているのです。
この教室では、クコの実や白キクラゲ、干しエビといった中華の伝統食材
を使った料理の作り方を実演します。「枸杞醉雞」（クコの実と鶏肉の紹
興酒漬け）「桂圓枸杞銀耳湯」（竜眼とクコと白キクラゲのスープ）「古
早味粥」（昔懐かしいお粥）「開陽粉絲白菜煮」（干しエビ、春雨と白菜
の煮込み）など、台湾風味たっぷりの、体が喜ぶ料理です！

発見！ 阿里山コーヒーの魅力

Goodman Roaster
「Goodman Roaster」は伊藤篤臣という一人
の日本人が台北で設立した、自家焙煎スペシャ
ルティーコーヒー専門店です。伊藤氏は台湾．阿里山の地で衰
退しつつあったコーヒーに出会い、農園主らと共にコーヒー豆
の品質向上を目指しました。地道にブランディングを行い、近
年は台湾の人々を魅了するまでになっています。その「阿里山
コーヒー」の魅力を解き明かす、試飲付きの体験型講演です。
同店は現在、台北に 2店舗を展開。2019年10月には京都に日本
一号店を開業予定です。

台湾風お米ブランチ

Café de Riz 米販珈琲
2013年に台北に誕生した「Café de Riz米販
珈琲」は、台湾風おにぎりなどが楽しめるおし
ゃれなお米カフェ。本物の食材の価値を伝えることをモットー
に、ヘルシーで美味しい料理を提供しています。ミシュランの
星付きシェフや台湾の伝統的な屋台ともコラボし、お店厳選の
お米と合わせてメニューを開発。バランスのとれた食生活を広
く根付かせています。
同店による「台湾風お米ブランチ」が、10月27日（日）から
11月1日（金）まで、期間限定で発売予定です。
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以上がオープニング期間中の特別企画コース内容です。
詳しくは誠品生活日本橋公式サイトでご確認ください。



台湾と日本で厳選！
素敵なくらしの提案

ここに集まったのは
日本の伝統工芸を再生した現代に息づくセレクトアイテムとワークショップ

台湾の特色ある老舗の特産物と台湾のくらしからのセレクトアイテムを取り入れ
文化を超え、新旧を融合し

人と人、人と物との素敵な関係をつなぐ
東京で一番楽しいカルチャーライフゾーンを体験しよう

職人精神に注目！
現代に息づく日本のものづくり

L&Co.
1937年創業の老舗ジュエリーメーカーがプロデュースする工房
併設型の店舗。熟練のクラフトマンが常駐し、ジュエリーの製
造工程を体験できるだけでなく、オーダーや修理、リフォーム
にも対応。ジュエリーに関するあらゆるご相談の総合窓口とし
て活用していただけます。

meta mate
“人の温かさが伝わりやすい金属という素材を通じて、人から
人へ温かい想いを届ける”をコンセプトとしたギフト＆ワークシ
ョップ。オーダーメイドや名入れ等、お客様の想いに沿った贈
り物をお作りいただけるほか、金属の魅力を伝えるワークショ
ップも毎日開催。

DAYLILY
漢方薬局を営む父を持つ台湾出身の女性と、日本出身の女性2
人が設立した、台湾発．女性のための漢方ライフスタイルブラ
ンド。女性の体温と気分を上げて、どんな 1日も素敵な 1日とな
る手助けができるよう、台湾の日常に根付いた漢方というライ
フスタイルをお届けします。

阿原（ユアン）
台湾生まれの人気ハーバルケアブランド。漢方の思想と無農薬
栽培したハーブを使った商品を、スキンケア．ボディケア．ヘ
アケア．オーラルケア用品まで幅広く取りそろえます。特に天
然ハーブを使用してひとつひとつ手作りされた石けんは定番商
品として長く愛されています。

你
ニー

好
ハオ

！ 
台湾スピリットが詰まったほっこりライフ、初上陸

日本橋玻璃工房
誠品生活松山店でも人気の、本格的なガラスワークショップを
体験できる工房を日本橋でも実現。ガラス工芸職人を多数輩出
している「東京ガラス工芸研究所」の協力のもと、吹きガラス
やアクセサリーづくりといった、ガラス工芸の体験教室を開催
します。

工場十貨店
衣食住の領域を横断して                       
日本全国のファクトリーブランドを集めたセレクトショップ。 
150年以上の歴史を持つ織物屋さんがつくる傘、サイズも長さ
も自在にアレンジのおりこうスカートなど品質はもちろん、デ
ザイン、価格、に優れファクトリーさんのアイデアがいっぱい
詰まったブランドを厳選、編集商品誕生の物語や、生産地の歴
史、素材の特徴、職人の思いなどを全国に発信します。  

Creema &Essence
ハンドメイドマーケットプレイス「Creema」の人気クリエイ
ターによる作品を入れ替わりでご紹介するエディトリアルショ
ップ。訪れる度に発見がある、何かを始めたくなる、そんなユ
ニークで、丁寧な背景がある日用品や服飾品、アート雑貨、イ
ンテリアを集めています。いつ行っても新しい出会いが待ち受
ける、魅力あふれる約30名のクリエイターによる作品たちを是
非お楽しみください。

注染手ぬぐい にじゆら
大阪で生まれた染色方法．注染（ちゅうせん）の文化を大切に
したブランド。染料を注いで布を染める注染という技法におい
てはそれまで欠点とされていた“にじみ”や“ぼかし”といった特
徴を美しさととらえ、斬新なデザインや明るい色づかいが評判
です。日本橋店では体験に力を入れ、定期的にワークショップ
も実施できる工房を併設。
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P. Seven 茶香水
台湾茶香水発祥のブランド。フランス留学経験者の調香師を中
心としたチームが、愛する台湾の文化．土地を香りで表現した
いという強い思いから開発しました。「台湾をまるごと瓶に閉
じ込める」をブランドメッセージに掲げ、台湾人の真摯なぬく
もりと笑顔を香りに変えてお届けします。

郭元益（グォユェンイー）
清の時代より続く、創業153年の中華菓子の老舗ブランド。何
世代にもわたり伝承された匠の技が作り出す深い味わいが評判
で、特に台湾では慶事の縁起菓子で有名。パイナップルケーキ
などの定番商品に加え、デザイナーとコラボレーションしたモ
ダンなお菓子も取り扱います。

富錦樹台菜香檳（フージンツリー）
台北のおしゃれエリア．富錦街（フージンジェ）で人気の台湾
料理レストランが日本初上陸。新鮮な野菜やフルーツを取り入
れ、しっかり味付けされながら油を控えたヘルシーでやさしい
味わいが特徴。豊富に揃えたシャンパンと共にお楽しみいただ
けます。2018年台湾政府が勧める「必ず食べるべきグルメ 10選」
に選ばれています。

王德傳（ワンダーチュアン）
1862年、台南で創業した老舗台湾茶荘。専門の茶畑で生産さ
れたこだわりの台湾ウーロンは、独特の甘美かつ爽やかな風味
を持ちます。日本橋店では、茶師がいれた伝統的な台湾茶のほ
か、イートインとテイクアウトの両方に対応するウーロン茶ベ
ースのオリジナルドリンクや、お客様自身が台湾茶の世界を体
験できる教室もお楽しみいただけます。

THE ALLEY
台湾．アジアを中心にグローバルに展開する本格派ティースタ
ンド。厳選した茶葉をご用意。店内で炊き上げる自家製タピオ
カは絶品です。「 It's time for Tea　お茶に恋をする、美しい生
活」をモットーに、幸せを感じるドリンクをお届けいたします。

猿田彦珈琲
『たった一杯で、幸せになるコーヒー屋』をモットーにした日
本発のスペシャルティコーヒー専門店。台湾．猿田彦珈琲のパ
ートナーである誠品生活の日本初進出に伴い、本の言葉が溢れ
出す空間は「本を体感し、コーヒーを見つける」今までにない
店舗に仕上げました。ここでしか体感できない一杯をお楽しみ
ください。

ご飯食べた？
心のこもった台湾と日本の風味を召し上がれ！

2019/9/27 （金）～ 11/14（木）
上記オープニング期間中に
「誠品メンバーズカード」の
お申し込みをされた方限定で

ご利用開始日の
お買い物は
ポイント 3倍！
会員になって、優待サービスを受けましょう
1. QRコードを読み取り、公式サイトからお申し込みください。
2. お申し込み後3ヶ月以内に、誠品生活日本橋サービスカウンターでカードをお受け取りください。
※お受け取りの際には、お申し込み時にご登録いただいた携帯電話番号をお伝えください。

ポイントを貯めて、景品と交換しましょう  
お買い上げ金額100円（税抜）につき 1ポイントが加算さ
れます。貯まったポイントは景品と交換できます。　　　

お誕生日特典  
お誕生日月のお買い物は、加算ポイントが2倍になります。

キャンペーン航空券協賛：  キャンペーン宿泊施設協賛：

グローバルに楽しめる読書ライフ  
海外の誠品生活の店舗でも、日本のメンバーズ
カードを提示すると、現地の割引サービスが受
けられます。
※海外でのお買い物では、ポイントは加算されません。

「ポイントにハッピーを」　抽選キャンペーンのご案内  
2019/9/27～ 2020/12/31のキャンペーン期間中、「誠品メンバーズカード」会員の皆様は、
その月のお買い上げ金額5,000円（税抜）を 1口として、何口でも、翌月の抽選に応募できます。毎月2名様に

台北誠品文化観光の旅1泊2日（ 10万円相当）が当たります！

賞品：台湾タイガーライト航空Tigerlight東京-台北往復航空券1枚 /フォーブストラベルガイド推奨ホテル
《誠品行旅 エスリテホテル》デラックスルーム 1泊／《誠品生活松山店》体験レッスン／《誠品シネマ》映
画鑑賞チケット 1枚／《誠品ワインセラー》Estrella Damm Inedit Beerスペイン産ビール 1本。

注1. 「ポイントにハッピーを」抽選キャンペーンご参加にあたり、お買い上げの際に「誠品メンバーズカード」会員様で
あることの確認のため、カードのご提示をお願いいたします。お買い上げ時にポイント加算されない店舗でのご購入の場合
は、レシートをお持ちのうえ、購入日を含む７日以内に、ご応募手続きのため、誠品生活日本橋サービスカウンターまでお
越しください。　注2. 本キャンペーンは、誠品生活公式サイトに掲載された内容に基づきます。本キャンペーンは予告なく
変更、中止になることがあり、その際には誠品生活公式サイトにてお知らせいたします。

誠
品
生
活
日
本
橋
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

誠
品
生
活
日
本
橋
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
　
会
員
募
集
中

メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
　
会
員
募
集
中

オープニング期間限定
10,000枚

アクセスはこちら

誠品メンバーズカード限定特典誠品メンバーズカード限定特典

オープニング期間中（9/27 ～ 11/14）に 2階で

16,000円以上のお買い物をされた方に、
誠品30周年記念ノートを
差し上げます おひとり様一冊限り、なくなり次第終了。

スペシャル 　プレゼント
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価
値
あ
る

時
間
の
創
造

く
ら
し
と
読
書
の

カ
ル
チ
ャ
ー
．

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

誠品の日本進出第一号店である誠品生活日
本橋は、江戸時代の発祥の地である伝統文
化の中心に位置しています。COREDO室町
テラスの「価値ある時間の創造」というコ
ンセプトに合わせ、書店、工房セレクショ
ン、グルメの 3つのエリアに分け、ゆった
りした気分の中、独自の都市の文化空間を
味わい、すてきな時間を過ごしていただき
たいと考えています。

誠品生活日本橋は、日台文化交流のプラッ
トフォームとして「くらしと読書のカルチ
ャー．ワンダーランド」というコンセプト
にし、50を超える台湾のお店を日本にもた
らし、台湾らしさのある多様なよりよい生
活のご提案をしています。「探検、収穫、
シェア」の 3つの精神で、「カルチャー．
ワンダーランド」の意味を表現し、文化と
アートをクリエイティブな形で生活にお届
けします。

誠品書店
eslite bookstore
読書を中心として、文学、文化、ライフスタイルとい
ったジャンルの書籍で、30メートルの文学の廊下を作
りました。また、読書の主張を持った豊かで多様なプ
ラットフォーム書籍展で、誠品の視点をお伝えしてい
ます。年間を通じて間断なく行われるエスリテ．フォ
ーラムは、人々が交流し意見を述べる大切な場です。

誠品文具
eslite stationery
世界各地から独創的でクリエイティブな商品を集め、
テーマ別に陳列、最先端のメッセージを伝えていま
す。商品は「読書」をキーワードにセレクトしてお
り、「書．文房具」、「写生書屋」という 2つのテ
ーマを立て、生活の細かな部分をもう 1度見つめなお
し、上質で理想的な書斎の構築へと導きます。

expo
eslite ╳ platform original

豊かな文化クリエイティブのエネルギーとライフス
タイルを集結させ、多彩なデザイングッズや手作り
感のある商品を集めました。日台のデザイングッズ
が集結したプラットフォームです。
文化クリエイティブ産業の交流、市場の潜在力を持
ったクリエティブ．ワーカーと新規デザインブランド
の育成、日台文化のフレームのつながりの構築が目
的です。

誠品生活市集
eslite marketplace
「誠品生活マーケットプレイス」は、季節感を大
切にしながら、日台を中心に現代人の食生活にも
合う伝統食材やキッチン雑貨を集めたエリア。併
設される「COOKING STUDIO」では、日台
をはじめとした世界中の食文化を紹介する料理実
演イベントや、食のワークショップも定期的に開
催する予定です。

誠品コレクション
eslite collection
クラフト．ハンドメイド、リビング用品、グルメ
などのエリアで、日本と台湾の著名なブランドを
集め、クリエイティブデザインの上質なグッズを
厳選、参加や対話が可能な文化体験を幅広くとり
そろえ、生活の無限の可能性を広げます。

東京都中央区日本橋室町3-2-1 COREDO室町テラス 2階
代表電話：03-6225-2871
営業時間：10:00-21:00 (富錦樹台菜香檳 11:00-23:00）
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古
今
が
交
わ
り
、

古
今
が
交
わ
り
、

新
旧
が
溶
け
合
う

新
旧
が
溶
け
合
う

誠
品
生
活
日
本
橋
に
見
る

誠
品
生
活
日
本
橋
に
見
る

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り

あ
ふ
れ
る
空
間
づ
く
り

文
／
賴
柔
蒨

文
／
賴
柔
蒨

誠
品
書
店
が
中
華
圏
を
飛
び
出
し
た
。
1
号
店
と
な
っ
た
の
は
日
本
の
東
京

日
本
橋
で
あ
る
。
店
舗
は
、2014

年
に
ア
メ
リ
カ
建
築
家
協
会
名
誉
会
員

（H
on. FAIA

）
と
な
っ
た
台
湾
の
建
築
家
、
姚
仁
喜
（
ヤ
オ
．
レ
ン
シ
ー
）

が
統
括
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
。
姚
氏
に
よ
る
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
は
江
戸
時

代
の
特
色
と
現
代
の
工
芸
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
台
湾
か
ら
日

本
に
「
誠
品
ら
し
さ
」
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
え
る
。

日
本
橋
は
、
江
戸
時
代
に
日
本
の
商
業
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
た
街
で
あ

る
。
当
時
の
賑
や
か
な
様
子
は
、1805

年
に
出
さ
れ
た
『
熈
代
勝
覧
』
（
き

だ
い
し
ょ
う
ら
ん
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
、
店
々
で
売
ら
れ
る
商

品
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
ど
の
店
に
も
藍
色
の
暖
簾
が
用
い
ら
れ
、

ど
こ
か
統
一
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
直
線
的
な
通
り
に
は
揃
っ
た
街
灯
が

並
び
、
通
り
全
体
を
秩
序
立
て
て
い
る
。
1
枚
の
布
に
仕
切
ら
れ
た
店
の
入

り
口
は
、
あ
る
種
、
街
歩
き
に
お
け
る
「
探
検
」
に
重
な
る
。
こ
の
絵
巻

に
深
く
魅
せ
ら
れ
た
姚
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
『
熈
代
勝
覧
』
の

描
く
店
の
様
子
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
大
型
商
業
施
設
と
は
明
ら
か
に
異

な
り
ま
す
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
や
り
方
で
あ
れ
ば
、
一
目
で
多
く
の
ブ
ラ
ン

ド
や
商
品
を
見
渡
す
こ
と
は
で
き
ず
、
空
間
全
体
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
出

せ
る
と
考
え
ま
し
た
」
。
さ
ら
に
彼
は
「
建
築
は
舞
台
装
置
に
過
ぎ
な
い
」

と
主
張
し
、
そ
の
空
間
の
も
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
劇
場
感
」
「
情
景
」
を

重
視
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
足
を
踏
み
入
れ
た
人
は
ま
る
で
舞
台
に
立

っ
た
よ
う
な
、
も
し
く
は
劇
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
陥
る
。
ゆ
っ
た
り

と
こ
の
場
を
楽
し
ん
だ
印
象
は
深
く
刻
ま
れ
、
人
は
ま
た
足
を
運
ぶ
の
だ
。

舞
台
の
よ
う
な
空
間

「
誠
品
生
活
日
本
橋
」
は
、
建
物
の
2
階
に
あ
り
、
上
か
ら
見
る
と
正
方
形

の
形
を
し
て
い
る
。
そ
の
限
ら
れ
た
空
間
で
姚
氏
は
、
フ
レ
ー
ム
と
布
の
間

仕
切
り
を
用
い
て
幾
何
学
的
な
演
出
を
試
み
た
。
ア
ー
チ
状
の
「
ㄇ
」
型

フ
レ
ー
ム
は
等
間
隔
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
繋
が
っ
た
様
の
廊
下
は
「
口
」

や
「
回
」
の
字
を
描
い
た
よ
う
だ
。
長
さ120

メ
ー
ト
ル
に
な
る
「
文
学

回
廊
」
は
書
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
文
具
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
を
地
続
き
に
す
る
。
ア
ル
ミ
製
の
外
枠
に
は
木
材
が
は
め
込
ま

れ
、
落
ち
着
き
と
ぬ
く
も
り
を
併
せ
持
た
せ
た
。
さ
ら
に
、
金
属
製
の
柱
の

上
に
は
明
か
り
が
取
り
付
け
ら
れ
、
現
代
日
本
の
工
芸
の
細
や
か
な
技
を
見

せ
る
。
藍
染
の
布
を
使
っ
て
統
一
感
を
出
す
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
街
並
み

を
思
わ
せ
る
仕
掛
け
だ
。
口
の
字
形
の
長
い
廊
下
だ
か
ら
何
周
し
て
も
構
わ

な
い
。
計
算
さ
れ
た
秩
序
は
、
空
間
全
体
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
そ

の
雰
囲
気
を
創
り
出
す
。
訪
れ
た
人
は
皆
、
特
に
意
識
せ
ず
と
も
、
自
ら
が

舞
台
の
上
に
立
ち
、
そ
の
舞
台
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
と
続
い
て
い
く
感
覚
を
持

つ
に
違
い
な
い
。

落
ち
着
い
た
静
か
な
空
間

文
学
回
廊
に
は
4
つ
の
角
が
あ
る
。
す
べ
て
の
角
に
「
東
西
南
北
」
「
春
夏

秋
冬
」
「
青
龍
、
白
虎
、
朱
雀
、
玄
武
」
と
い
っ
た
東
洋
の
伝
統
的
な
方

位
が
示
さ
れ
て
お
り
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
赤
、
黄
、
青
、
緑
に
色
分
け
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
訪
れ
た
人
は
自
分
の
位
置
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
が
好
き
だ
と
い
う
姚
氏
は
「
九
宮
燈
」
も

加
え
、
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
芭
蕉
の
句
を
施
し
た
。
当
初
、
日
本
語
を
用
い

る
考
え
だ
っ
た
が
、
誠
品
側
の
判
断
に
よ
り
、
台
湾
の
書
道
の
大
家
で
あ
る

董
陽
孜（
ド
ン
．
ヤ
ン
ジ
ー
）が
中
国
語
で
し
た
た
め
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

建
築
家
の
仕
事
だ
と
気
づ
か
せ
ず
に
、
訪
れ
た
人
に
落
ち
着
き
も
た
ら
す
仕

掛
け
が
あ
る
。
そ
れ
は
店
内
に
あ
る
60
セ
ン
チ
の
ラ
イ
ン
だ
。
60
セ
ン
チ
と

い
え
ば
、
日
本
人
が
畳
の
上
に
座
る
高
さ
。
視
線
と
地
面
に
垂
直
の
位
置
に

設
け
ら
れ
、
ラ
イ
ン
よ
り
上
は
濃
く
、
下
は
白
と
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
歩
い
て
く
る
人
は
次
第
に
心
が
静
ま
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。誠

品
の
放
つ
場
所
の
精
神
性

姚
氏
が
好
む
の
は
「
最
小
限
」
の
設
計
だ
。
空
間
の
つ
く
り
は
一
見
す
る

と
シ
ン
プ
ル
だ
が
、
意
図
さ
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
は
単
純
で
は
な
い
。
20
世
紀

末
、
誠
品
書
店
を
形
づ
く
っ
た
敦
南
店
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
書
館
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
中
央
を
走
る
廊
下
を
軸
に
し
て
本
棚
が
配
置
さ
れ

た
。2015

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
誠
品
生
活
蘇
州
」
で
は
長
い
階
段
を
超

え
た
高
い
位
置
に
書
店
の
入
り
口
を
設
け
た
。
ど
れ
も
彼
の
手
に
よ
る
も
の

だ
。2019

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
誠
品
生
活
日
本
橋
」
の
空
間
デ
ザ
イ
ン

の
テ
ー
マ
を「
古
今
が
交
わ
り
、
新
旧
が
溶
け
合
う
」と
し
た
。
こ
れ
に
は
、

日
本
の
伝
統
的
な
要
素
に
現
代
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
、
と
い
う
意
図
が
あ

っ
た
。
誠
品
は
書
店
で
は
あ
る
も
の
の
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
よ
う
な

性
質
も
持
っ
た
、
博
物
館
の
よ
う
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
誠
品
を
「
カ
ル
チ

ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
文
化
の
本

質
を
知
り
、
誠
品
自
ら
が
本
と
本
で
な
い
も
の
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
両
者
を

育
て
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
誠
品
の
「
場
所
の
精
神
性
」
は
、
関
わ

る
人
た
ち
に
共
通
す
る
願
い
で
も
あ
る
。

AA

著名な台湾人書家、董陽孜（ドン‧ヤンジー）の書いた松尾芭蕉の句

「口」「回」の字を思わせる長く伸びた文学回廊「口」「回」の字を思わせる長く伸びた文学回廊

10│時間ノ橋      時間ノ橋│09



ど
の
商
品
も
ぬ
く
も
り
と
物
語
を
有
す
る
よ

う
に
な
る
書
店

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
書
店
に
し
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

日
本
橋
発
祥
の
歴
史
を
手
が
か
り
と
し
て
、
ア
ジ
ア
各
地—

台

湾
だ
け
で
な
く
、
香
港
、
中
国
大
陸
な
ど
の
各
都
市
の
ア
ー
ト
、

文
化
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
イ
ベ
ン
ト
や
文
化
が
集
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
す
。
こ
こ
を
ア
ジ
ア
文
化
の
発
信
地
と
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。
日
本
橋
が
日
本
の
歴
史
の
中
で
重
要
な
江
戸
時
代
の
起
点

で
あ
り
、
旅
行
客
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
の
地
域
に
来
ら
れ
た

こ
と
を
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客

で
は
な
く
、
東
京
の
地
元
の
皆
さ
ま
と
直
接
触
れ
合
え
る
こ
と
も

大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
旅
行
客
は
、
こ
の
都
市
に
帰
属
感
が

な
く
、
た
だ
行
き
過
ぎ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

日
本
橋
の
地
元
の
方
や
老
舗
は
こ
の
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
、
さ
ら
に
自
分
た
ち
で
協
会
組
織
を
発
足
さ
せ
、

こ
の
歴
史
あ
る
地
域
の
活
性
化
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

誠
品
に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
開
き
た
い

の
は
、
ア
ジ
ア
の
他
の
都
市
や
社
会
文
化
の
リ
ソ
ー
ス
を
も
た
ら

す
時
に
、
そ
の
地
域
に
対
し
て
や
は
り
情
熱
を
持
っ
た
人
々
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
交
流
が
で
き
る
店
な
の
で
す
。
現
在
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
が
で
き
る
方
法
や
場
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
デ
パ
ー
ト
で
も
同
じ
も
の
が
買
え
ま
す
。
今
後

は
商
品
で
お
客
様
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
文
化
的
な
装
い
や
イ
ベ

ン
ト
、
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
で
差
別
化
を
は
か
り
、
す
べ
て
の
商
品

に
ぬ
く
も
り
や
物
語
を
持
た
せ
る
、
そ
う
い
う
店
に
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
人
」
の
違
い
で
、
場
所
そ
の
も
の
が
魅
力
的
に

誠
品
と
誠
品
生
活
は
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ

ル
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
自
ら
を
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
具
体
的
に
は
、
台
湾
、
日
本
、
香
港
、
深
圳
の
専
門
家
を
お
呼

び
し
、
1
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
交
流
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
領
域
を
超
え
た
イ
ベ
ン
ト
も
可
能
で
す
。
例
え
ば
、

あ
る
時
は
建
築
と
演
劇
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
り
、
異
な
る
領
域
の

専
門
家
を
お
呼
び
す
る
な
ど
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
日
本
の
専
門
家

を
お
呼
び
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
建
築
と
演
劇
と

い
っ
た
領
域
を
超
え
た
専
門
家
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
私

た
ち
は
、
毎
年
、
毎
月
、
毎
週
な
に
か
テ
ー
マ
を
選
び
、
こ
う
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
し
続
け
た
い
の
で
す
。

知
識
人
が
興
味
を
持
つ
よ
う
な
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
米
中

貿
易
摩
擦
と
い
っ
た
シ
リ
ア
ス
な
テ
ー
マ
も
あ
り
得
ま
す
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
お
い
し
い
茶
碗
蒸
し
を
作
る
か
、
お
寿
司
を
作
る
か
と

い
っ
た
生
活
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
台
湾
料
理
の
「
蚵
仔
煎
（
牡

蠣
オ
ム
レ
ツ
）
」
の
作
り
方
な
ど
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た

テ
ー
マ
は
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
扱
い
ま
す
。
参
加
者
の
多
く

は
日
本
人
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
以
外
の
地
域
の
人
、
さ
ら
に

は
欧
米
の
人
も
来
て
く
だ
さ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

「
人
」
が
集
ま
る
こ
と
で
、
そ
の
場
所
に
魅
力
が
生
ま
れ
て
い
く
、

そ
う
い
う
こ
と
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
は
変
化
し
て
も
、
人
生
の
読
み
方
へ
の

思
い
は
変
わ
ら
な
い

最
近
読
ん
だ
本
で
、
と
て
も
気
に
入
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
作
者

は
映
画
人
で
あ
り
作
家
で
も
あ
る
小
津
安
二
郎
先
生
の
本
で
す
。

小
津
先
生
は
ま
さ
に
レ
ジ
ェ
ン
ド
で
す
ね
。
以
前
、
『
東
京
物
語
』

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
清
潔
な
映
画
で
し
た
。
私
が

尊
敬
し
て
い
る
あ
る
先
生
が
こ
の
映
画
を
13
回
見
て
お
り
、
そ
の
方

は
小
津
安
二
郎
を
「
修
行
者
」
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
が
読
ん
だ
本
は
『
僕
は
ト
ウ
フ
屋
だ
か
ら
ト
ウ
フ
し
か
作
ら
な

い
』
で
す
。
そ
こ
で
は
、
小
津
先
生
の
中
国
と
の
戦
争
体
験
語
や
、

ど
の
よ
う
に
映
画
産
業
に
入
っ
た
か
、
戦
争
の
経
過
と
先
生
の
映

画
へ
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
先
生
が
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
、
人
間
へ
の
愛
を
伝
え

た
い
と
述
べ
て
い
る
部
分
で
す
。
先
生
は
、
「
こ
の
数
年
で
な
に

か
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、
自
分
が
ひ
た

す
ら
に
追
い
か
け
て
き
た
の
は
「
人
情
」
で
あ
り
、
「
ぼ
く
の
い

う
人
情
と
い
う
も
の
は
変
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
表
現
が
変
っ
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
で
し
ょ
う
。
」
と
答
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

な
の
で
、
誠
品
が
ず
っ
と
追
い
か
け
て
い
る
の
は
人
生
の
読
書
で

あ
る
と
述
べ
た
い
の
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し

ま
す
し
、
読
者
や
観
客
も
、
伝
え
る
方
法
も
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
本

は
、
ま
る
で
日
記
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
書
き
手
と
対
話
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
小
津
先
生
は
戦
時
中
ず

っ
と
お
風
呂
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
清
潔
な
下
着
を
は
い
た
時

に
は
自
分
が
ま
る
で
王
様
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
部
分
は
実
に
楽
し
い
も
の
で
す
。
日
常
生
活
の
多
く

は
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

先
生
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
が
と
て
も
幸
せ
だ
と
感
じ
ら
れ

る
の
で
す
。
そ
の
後
、
私
は
是
枝
裕
和
の
本
を
買
い
ま
し
た
。
映
像

を
作
る
人
が
言
葉
で
伝
え
た
も
の
は
と
て
も
面
白
い
で
す
。

 

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
社
会
の
中
で
、
大
切
な
心

を
伝
え
て
い
く
こ
と

私
達
が
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
の
は
「
人
生
の
読
書
」
で
す
。
心

を
こ
め
て
読
書
す
る
、
人
生
の
重
み
く
ら
い
読
書
を
重
視
す
る
、
こ

れ
が
誠
品
の
存
在
す
る
最
も
重
要
な
理
由
で
あ
り
、
私
た
ち
が
最

も
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
で
も
、
そ
れ
に
は
時
間
が
必

要
で
す
。
長
い
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
、
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

5G
の
時
代
、
数
秒
で
1
本
の
映
画
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
映
画
を
見
る
に
は
2
時
間
必
要
で

す
。
こ
の
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
数
秒
も
意

味
を
失
い
ま
す
。
将
来
、
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
速
ま
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
誠
品
は
こ
の
映
画
を
見
る
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
し
た

く
な
い
の
で
す
。
そ
の
映
画
に
あ
る
べ
き
感
動
は
、
じ
っ
く
り
と
2

時
間
を
か
け
て
見
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
社
会
の

中
で
、
誠
品
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
残
し
つ
つ
、
同
時
に
多
く
の
可

能
性
を
示
し
、
読
者
で
あ
る
お
客
様
に
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
重
要
な
起
点
か
ら
、

ア
ジ
ア
の
文
化
発
信
地
へ

—

誠
品
会
長
呉
旻
潔
が
誠
品
生
活
日
本
橋
を
語
る

08│時間ノ橋   



書
店
と
の
出
会
い
　
彼
ら
の
誠
品

—
谷
川
俊
太
郎
．
隈
研
吾
．
姚
仁
喜

ペ
ー
ジ
の
上
に
言
葉
が
あ
る

ペ
ー
ジ
の
上
に
言
葉
が
あ
る

読
む
者
の
心
の
中
で

読
む
者
の
心
の
中
で

そ
れ
は
事
実
そ
っ
く
り
の
現
実
に
な
る

そ
れ
は
事
実
そ
っ
く
り
の
現
実
に
な
る

だ
が
そ
の
現
実
に
手
で
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

だ
が
そ
の
現
実
に
手
で
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

そ
の
現
実
は
無
痛
の
現
実

そ
の
現
実
は
無
痛
の
現
実

言
葉
で
飾
り
言
葉
で
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
現
実

言
葉
で
飾
り
言
葉
で
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
現
実

偽
の
事
実
と
い
う
負
い
目
を
負
っ
て
い
る

偽
の
事
実
と
い
う
負
い
目
を
負
っ
て
い
る

書
店
に
置
か
れ
た
本
は

書
店
に
置
か
れ
た
本
は

静
か
な
佇
ま
い
の
美
し
い
一
個
の
物
だ

静
か
な
佇
ま
い
の
美
し
い
一
個
の
物
だ

そ
れ
は
適
正
な
価
格
で

そ
れ
は
適
正
な
価
格
で

商
品
と
し
て
売
り
買
い
さ
れ
流
通
す
る

商
品
と
し
て
売
り
買
い
さ
れ
流
通
す
る

だ
が
本
に
命
を
与
え
る
「
言
葉
」
は
商
品
で
は
な
い

だ
が
本
に
命
を
与
え
る
「
言
葉
」
は
商
品
で
は
な
い

文
字
は
目
に
見
え
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
が

文
字
は
目
に
見
え
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
が

目
に
見
え
な
い
魂
と
も
呼
ぶ
べ
き
何
か
を

目
に
見
え
な
い
魂
と
も
呼
ぶ
べ
き
何
か
を

人
か
ら
人
へ
た
お
や
か
に
本
は
運
ぶ

人
か
ら
人
へ
た
お
や
か
に
本
は
運
ぶ

「
ヒ
ュ
ー
マ
二
テ
ィ
、
ア
ー
ト
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を

「
ヒ
ュ
ー
マ
二
テ
ィ
、
ア
ー
ト
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を

生
活
に
」
と
い
う
英
文
に
よ
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
た
だ

生
活
に
」
と
い
う
英
文
に
よ
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
た
だ

の
掛
け
声
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
本
で
具
体
的
に
報

の
掛
け
声
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
本
で
具
体
的
に
報

じ
ら
れ
て
い
る
「
誠
品
」
の
海
外
に
ま
で
及
ぶ
驚
異

じ
ら
れ
て
い
る
「
誠
品
」
の
海
外
に
ま
で
及
ぶ
驚
異

的
な
発
展
ぶ
り
を
知
る
だ
け
で
納
得
す
る
。

的
な
発
展
ぶ
り
を
知
る
だ
け
で
納
得
す
る
。

「
本
屋
さ
ん
」
が
「
文
化
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
」
に

「
本
屋
さ
ん
」
が
「
文
化
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
」
に

ま
で
成
長
し
た
の
は
、
〈
読
書
は
、
ロ
マ
ン
と
現
実

ま
で
成
長
し
た
の
は
、
〈
読
書
は
、
ロ
マ
ン
と
現
実

性
の
中
間
に
位
置
し
て
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
支
点
に
な

性
の
中
間
に
位
置
し
て
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
支
点
に
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
共
存
の
「
も
の
さ
し
」
と
も
な

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
共
存
の
「
も
の
さ
し
」
と
も
な

っ
て
い
る
。
〉
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
方
が
根
本
に

っ
て
い
る
。
〉
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
考
え
方
が
根
本
に

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
が
な
け
れ
ば
、
誠
品
は
生
き
ら
れ
ず
、
文

「
ビ
ジ
ネ
ス
が
な
け
れ
ば
、
誠
品
は
生
き
ら
れ
ず
、
文

化
が
な
け
れ
ば
、
誠
品
は
生
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
」

化
が
な
け
れ
ば
、
誠
品
は
生
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
呉
清
友
は
言
っ
て
い
る
。

と
呉
清
友
は
言
っ
て
い
る
。

——

詩
人
．
谷
川
俊
太
郎

詩
人
．
谷
川
俊
太
郎

《
誠
品
時
光

《
誠
品
時
光      

誠
品
と
創
業
者
呉
清
友
の
物
語
》
推
薦
文
よ
り

誠
品
と
創
業
者
呉
清
友
の
物
語
》
推
薦
文
よ
り

「
誠
品
」
の
創
業
者
呉
清
友
は
〈
先
天
性
マ
ル
フ
ァ
ン

「
誠
品
」
の
創
業
者
呉
清
友
は
〈
先
天
性
マ
ル
フ
ァ
ン

症
候
群
〉
と
い
う
難
病
に
一
生
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い

症
候
群
〉
と
い
う
難
病
に
一
生
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い

た
。
週
末
の
あ
る
朝
、
起
き
て
こ
な
い
夫
を
妻
の
洪
粛

た
。
週
末
の
あ
る
朝
、
起
き
て
こ
な
い
夫
を
妻
の
洪
粛

賢
が
発
見
し
入
院
、
緊
急
手
術
に
至
っ
た
く
だ
り
に
は

賢
が
発
見
し
入
院
、
緊
急
手
術
に
至
っ
た
く
だ
り
に
は

思
わ
ず
息
を
の
む
。
〈
書
店
は
病
院
と
同
じ
く
命
が
行

思
わ
ず
息
を
の
む
。
〈
書
店
は
病
院
と
同
じ
く
命
が
行

き
交
う
場
所
〉
と
い
う
認
識
が
書
店
に
限
ら
ず
、
呉
清

き
交
う
場
所
〉
と
い
う
認
識
が
書
店
に
限
ら
ず
、
呉
清

友
の
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
源
に
あ
っ
て
、
そ
の

友
の
す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
源
に
あ
っ
て
、
そ
の

い
わ
ば
死
に
通
じ
る
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
か
ら
、
彼
の
疾
走

い
わ
ば
死
に
通
じ
る
ダ
ー
ク
サ
イ
ド
か
ら
、
彼
の
疾
走

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
多
方
面
に
わ
た
る
生
の
エ
ネ

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
多
方
面
に
わ
た
る
生
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

ル
ギ
ー
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

誠
品
書
店
の
フ
ロ
ア
を
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
廻
る
時
の
幸
せ

は
、
台
湾
と
い
う
特
別
な
場
所
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
幸
福

と
、
同
一
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

台
湾
と
い
う
島
は
、
自
由
で
あ
る
と
同
時
に
、
深
い
文
化
的

な
、
根
っ
こ
と
つ
な
が
っ
て
も
い
る
。
そ
こ
に
は
中
国
大
陸

の
文
化
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
し
、
同
時
に
、
も
っ
と
南
の

島
々
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
し
、
太
平
洋
と
も
、
日
本
と
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
人
類
に
と
っ
て
大
事
な
財
産
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
根
っ
こ
に
は
、
本
と
い
う
具
体
的
な
媒
体
を
通

し
て
、
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
書
店
」

と
い
う
も
の
は
、
特
別
な
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
ご
く
新

し
い
時
代
の
空
気
が
流
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
僕
ら
の

根
っ
こ
の
、
深
い
深
い
世
界
の
入
り
口
な
の
で
も
あ
る
。

だ
か
ら
、
誠
品
書
店
に
い
く
と
、
風
通
し
が
い
い
の
に
、
す

ご
く
安
心
し
た
、
静
か
な
気
持
ち
に
な
れ
る
。

—

建
築
家
．
東
京
大
学
教
授 

隈
研
吾

《
誠
品
時
光   

誠
品
と
創
業
者
呉
清
友
の
物
語
》
推
薦
文
よ
り

吳
清
友
氏
とM

ercy

（
吳
旻
潔
氏
）
の
二
人
が
、
初
期
の
台
北
敦
南
店
や2015

年
の
蘇
州
、
そ
し
て
今
回
の
東
京

と
い
っ
た
誠
品
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
も
う
と
す
る
重
要
な
節
目
や
新
た
な
試
み
を
模
索
し
て
い
る
時
に
、
必
ず
私

に
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
も
あ
り
光
栄
に
も
思
う
。
私
達
は
あ
れ
こ
れ
探
り
な
が
ら
と
も
に
進
め
て

き
た
。
今
回
の
日
本
橋
店
も
最
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
が
「
ど
う
で
き
る
か
」

を
誠
品
と
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
書
店
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
よ
り
も
、
一
つ
の
場
を
創
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
誠
品
が
一
つ
の

「
場
」
だ
と
い
う
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。
今
回
、
日
本
と
い
う
新
し
い
国
で
、
東
京
に
一
つ
の
「
場
」
を

誕
生
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、と
て
も
意
味
の
あ
る
挑
戦
で
あ
り
、い
い
経
験
に
も
な
る
。
こ
こ
は
き
っ
と
成
功
し
、

多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
り
、そ
し
て
何
度
も
何
度
も
足
を
運
び
た
く
な
る「
場
」に
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。 

 —

建
築
家
．
姚
仁
喜
｜
大
元
建
築
工
場
（K

R
IS YAO

 ART
EC

H

）
代
表
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誠
品
、
よ
り
よ
い
社
会
の

追
求
と
実
践

創
業
者
呉
清
友
が
語
る
誠
品
精
神

《
誠
品
時
光   

誠
品
と
創
業
者
呉
清
友
の
物
語
》
よ
り

誠
品
が
海
外
で
新
規
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
人
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

 「
誠
品
が
海
外
で
新
規
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
人
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
誠
品
が
誠
品
で
あ
る
た
め
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
、

ア
ー
ト
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
生
活
に
織
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
信
念
を
私
た
ち

は
常
に
持
ち
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
理
想
は
決
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん
。
」

呉
清
友
の
思
い
は
、
誠
品
が
伝
え
た
い
も
の
は
一
種
の
文
化
的
素
養
で
あ
り
、
到

着
し
た
先
の
都
市
に
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
こ
み
、
そ
の
土
地
の
文
化
の
特

性
を
尊
重
し
、
地
元
文
化
と
の
共
生
を
は
か
り
た
い
と
い
う
も
の
だ
。

し
か
し
、
文
化
に
は
地
域
性
が
あ
る
。
誠
品
は
、
い
か
に
し
て
そ
の
都
市
の
も
つ

語
彙
の
中
に
、ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
、ア
ー
ト
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
を
融
け
込
ま
せ
、

と
も
に
感
動
で
き
る
言
葉
に
し
て
い
け
る
か
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
ミ
ツ
バ
チ

が
巣
を
作
る
時
、
そ
の
巣
の
形
は
す
で
に
そ
の
環
境
に
と
け
こ
ん
だ
も
の
と
し
て

で
き
あ
が
っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
だ
。
こ
れ
は
ま
た
誠
品
グ
ル
ー
プ
が
30
年
も
の

間
、
学
び
、
洗
練
さ
せ
て
き
た
ブ
ラ
ン
ド
の
力
で
も
あ
る
。

あ
る
い
は
こ
の
世
に
お
い
て
、
人
々
は
生
ま
れ
な
が
ら

の
平
等
は
な
い
が
、
読
書
の
世
界
に
は
誰
も
が
平
等
に

な
る
機
会
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

文
化
の
育
成
に
は
時
間
が
必
要
だ
。
海
外
展
開
を
始
め
た
誠
品
は
、
台
湾
で
の
経

営
と
同
じ
く
、
読
書
を
一
種
の
生
活
習
慣
に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

「
誠
品
は
多
様
な
生
活
と
い
う
角
度
か
ら
人
々
に
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
場
所
を
提
供
し
、
ど
の
人
も
楽
し
く
快
適
に
二
〜

三
時
間
ぐ
ら
い
読
書
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
」
呉
清
友
は1990

年
代
か

ら
、
誠
品
の
存
在
意
義
を
説
い
た
。
こ
の
点
は
、
終
始
一
貫
し
て
い
る
。

「
誠
品
は
誰
も
が
平
等
で
、
優
れ
た
共
有
空
間
で
す
。
私
た
ち
は
、
都
市
の
人
々

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
や
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
の
よ
う
な
、
都
市
の
人
々
の
幸
福
な
生
活
に
と

っ
て
の
必
要
な
場
、
必
要
な
存
在
に
な
り
た
い
の
で
す
。
誠
品
と
い
う
場
所
は
ま

た
心
と
体
が
安
ら
ぎ
、
魂
が
翼
を
休
め
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
感
情

の
質
、
魂
の
品
格
、
生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ
、
人
生
の
価
値
な
ど
に
関
心
を
寄
せ
、

人
々
が
誠
品
で
や
さ
し
く
前
向
き
な
力
に
出
会
い
、
そ
れ
を
知
り
、
大
切
に
し
あ

う
よ
う
な
場
所
で
す
。
」
呉
清
友
は
、
あ
る
い
は
こ
の
世
に
お
い
て
、
人
々
は
生

ま
れ
な
が
ら
の
平
等
は
な
い
が
、
読
書
の
世
界
に
は
誰
も
が
平
等
に
な
る
機
会
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

人
々
が
落
ち
着
い
て
じ
っ
く
り
思
考
で
き
、
自
分
の
人

生
へ
と
転
換
し
て
い
け
る
場

誠
品
と
は
な
に
か
？

あ
る
い
は
、
「
善
、
愛
、
美
の
前
向
き
な
ゴ
ー
ル
デ
ン
．
サ
ー
ク
ル
」
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
答
え
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
現
代
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
代
表
だ
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
華
人
文
化
ブ
ラ
ン
ド

の
星
だ
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
運
営
モ
デ
ル
の
発
展
か
ら
論
じ

る
人
も
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
公
的
な
責
任
を
負
う
こ
と
を
期
待
す
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
。
誠
品
グ
ル
ー
プ
は
、
人
々
が
落
ち
着
い
て
じ
っ
く
り
思
考
で
き
、
自
分

の
人
生
へ
と
転
換
し
て
い
け
る
場
と
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

誠
品
は
、
呉
清
友
の
「
人
生
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
自
問
自
答
か
ら
始

ま
っ
た
。
彼
は
、
誠
品
を
創
業
す
る
こ
と
で
、
人
生
に
対
す
る
「
自
問
」
に
答
え
、

心
と
信
念
の
旅
を
始
め
、
今
ま
で
自
ら
そ
れ
を
体
験
し
て
い
る
。
も
し
誠
品
も
一

つ
の
生
命
体
で
あ
る
な
ら
、
誠
品
グ
ル
ー
プ
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の

存
在
意
義
は
ふ
と
こ
ろ
が
深
く
、
調
和
的
で
、
静
か
で
、
昇
華
す
る
力
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
も
の
だ
。

誠
品
の
物
語
は
ま
だ
続
い
て
い
く

「
私
た
ち
の
能
力
が
特
に
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
て
い
る
こ
と

が
自
分
に
少
し
合
っ
て
い
て
、
自
分
を
少
し
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で

す
。
こ
う
い
っ
た
す
べ
て
の
こ
と
は
、
た
だ
自
分
の
内
面
を
探
求
し
て
い
る
だ
け
で

す
！
」
呉
清
友
は
、
西
洋
の
建
築
評
論
家
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
「
一
つ
の
理
念
を

本
当
に
知
る
に
は
、
少
な
く
と
も
20
年
の
時
間
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら

体
験
し
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
い
が
な
い
ほ
ど
深
く
信
じ
る
に
は
30
年
の
時
間
が
か
か

る
。
そ
れ
を
自
在
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
少
な
く
と
も
50
年
の
人
生
を

か
け
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

人
生
を
か
け
て
一
生
の
思
い
を
探
求
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
生
は
光
を
放
つ
よ
う
に

な
る
の
だ
ろ
う
。

誠
品
の
物
語
は
ま
だ
続
い
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
生

活
を
照
ら
し
出
す
光
と
な
っ
て
。

読
書
、
創
作
、
生
活
に
向
か
っ
て
、

探
し
求
め
、
立
ち
上
が
り
、
そ
れ
を
見
つ
め
よ
！

無
数
の
青
春
の
命
、
美
し
い
魂
、

そ
れ
は
い
ず
れ
も
誠
品
の
時
間
を
越
え
て
、
今
ま
さ
に
時
に
明
る
く
時
に
暗
い
と

こ
ろ
に
あ
る
、
ほ
の
か
な
光
な
の
で
あ
る
。

誠品時光
台湾発の文化産業プラットフォーム「誠品」創業者．呉清友の創業秘話
呉清友、呉旻潔という父と娘、そして関係者へのインタビュー。
取材、執筆に 3年間を費やし、台湾、香港、蘇州を深く描き、誠品の成長を記録。

定価：2,700円+税

夢見る騎士の誠品の旅 eslite - A Dreamer’s Quest
誠品創業者呉清友  ドキュメンタリー
著名なドキュメンタリー映画監督である陳懐恩が台湾各地や北京、蘇州、香港を訪
れ、自ら雲門舞集の創始者林懐民、実業家童子賢、アーティスト蔡國強や劉小東、
建築家姚仁喜、作家の龍応台や楊照、デザイナー陳瑞憲など、呉清友と心の交わり
をした友人たち、そして妻子、親友、従業員を取材、呉清友のこだわり、純真さ、
誠実さ、ユーモアなど多面的かつ鮮やかに描き出す。

定価：4,200円+税
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2012香港  

躍
動
す
る
都
市
の
中
の
心
の
港

誠
品
が
目
指
す
の
は
、

香
港
の
人
々
が
慣
れ
親
し
ん
だ
生
活
の
素
材
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
も
、

慣
れ
親
し
ん
だ
も
の
以
外
の
よ
り
多
く
の
可
能
性
を
提
供
し
、

香
港
の
人
々
と
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

躍
動
す
る
こ
の
都
市
に
登
場
し
た
心
が
休
め
る
港
、

こ
れ
が
私
た
ち
と
香
港
市
民
の
共
同
制
作
の
作
品
な
の
で
す
。

時
間
．
文
化
を
集
め
て

時
間
．
文
化
を
集
め
て

一
つ
の
流
れ
に
す
る

一
つ
の
流
れ
に
す
る

誠
品
誠
品
3030
周
年
周
年——

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

2015蘇州  

文
化
へ
の
共
感
．
生
活
で
の
対
話

誠
品
の
蘇
州
進
出
に
よ
っ
て
、

台
湾
と
蘇
州
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
日
常
の
美
に
お
い
て
、

対
話
を
継
続
す
る
架
け
橋
が
で
き
ま
し
た
。

台
湾
、
香
港
に
す
で
に
あ
る
40
余
店
舗
を
基
礎
と
し
、
芸
術
作
品
と
読
書
文
化
を
起
点
に
、

新
し
い
文
化
に
共
感
で
き
る
エ
リ
ア
を
創
造
し
て
い
ま
す
。

蘇
州
に
進
出
し
て
か
ら
の
3
年
の
中
で
、
都
市
の
人
々
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
、

ア
ー
ト
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
ラ
イ
フ
に
対
す
る
当
初
の
想
い
に
回
帰
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
も
の
を
新
し
く
し
、
新
し
い
文
化
の
境
目
を
越
え
、

無
数
の
す
て
き
な
想
い
を
一
つ
ず
つ
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2018深圳  

幸
せ
な
生
活
に
必
要
な
存
在

誠
品
生
活
は
、
深
圳
に
進
出
し
た
こ
と
で
、
人
、
空
間
、
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
市
民
と
と
も
に
、
忙
し
い
日
々
の
中
で
心
の
共
鳴
を
見
つ
け
、

生
活
の
中
の
き
ら
め
き
を
創
り
出
し
、
と
も
に
新
し
い
旅
立
ち
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

2019東京  

時
間
ノ
橋
、
文
化
ノ
流

誠
品
は
日
本
橋
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
文
化
的
な
架
け
橋
と
な
り
、

日
本
の
お
客
様
が
心
も
体
も
安
ら
げ
る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

読
書
と
い
う
橋
を
か
け
、
時
間
と
空
間
を
超
え
、
願
っ
た
場
所
へ
と
通
じ
て
い
き
、

よ
り
よ
い
生
活
を
一
つ
の
流
れ
に
し
、

文
化
の
壁
や
距
離
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
創
出
し
て
い
き
た
い
の
で
す
。

1989台北  

手
探
り
の
時
代

都
市
の
す
ば
ら
し
さ
を
探
し
求
め
て

台
北
は
誠
品
が
生
ま
れ
た
場
所
、
ま
だ
手
探
り
を
し
て
い
た1980
年
代
か
ら
現
在
ま
で
、

台
北
か
ら
そ
の
他
の
都
市
や
地
方
ま
で
、

時
代
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
市
民
と
と
も
に
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
、

新
し
い
物
語
を
紡
ぎ
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
物
語
は
今
も
ず
っ
と
新
し
い
シ
ー
ン
を
探
し
求
め
て
い
る
の
で
す
。

HONGKONGHONGKONG
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20192019
TOKYOTOKYO

1989
—

誠
品
が
台
北
市
仁
愛
路
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い
て
、
画
廊
、
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
な
ど
多
様
な
業
態
を
有
し
た
形
で

登
場
。

1999
—

敦
南
店
が
24
時
間
営
業
モ
ー
ド
を
世
界
で
初
め
て
実
施
、
時
差
の
な
い
読

書
生
活
が
都
市
の
新
た
な
ブ
ー
ム
と
な
る
。

2004
—

誠
品
が
雑
誌
『
タ
イ
ム
』
で
「
ア
ジ
ア
．
ベ
ス
ト
．
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
」
に

選
出
さ
れ
る
。

2006
—

「
信
義
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
」
オ
ー
プ
ン
、
中
華
系
社
会
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
。

2009
—

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
展
「
蔡
國
強
泡
美
術
館
」
を
台
北
市
立
美

術
館
と
共
同
開
催
、
入
場
者
延
べ
人
数
は
22
万
人
を
突
破
、
台
湾
の
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
史
上
最
多
を
記
録
し
た
。

2011—

創
業
者
呉
清
友
が
香
港
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（H

K
D

C

）
か
ら
「
デ
ザ

イ
ン
．
リ
ー
ダ
ー
賞2011

」
を
授
与
さ
れ
る
。

2012
—

「
香
港
銅
鑼
湾
（
コ
ー
ズ
ウ
ェ
イ
ベ
イ
）
店
」
オ
ー
プ
ン
、
誠
品
初
の
台

湾
以
外
の
拠
点
と
な
る
。
台
湾
と
香
港
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展
示

や
イ
ベ
ン
ト
を
融
合
さ
せ
、
香
港
市
民
と
と
も
に
豊
か
な
文
化
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
出
し
始
め
る
。

2013—

誠
品
生
活
がO

T
C

市
場
に
上
場
、
文
化
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
を
メ
イ
ン

と
し
、
チ
ャ
ネ
ル
の
運
営
と
文
化
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
に

焦
点
を
あ
て
る
。

 

「
誠
品
生
活
松
菸
店
（
松
山
店
）
」
オ
ー
プ
ン
。
「
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
．

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
い
う
位
置
付
け
の
も
と
、
ホ
ー
ル
や
シ
ア
タ
ー
、

AX
ES

やexpo

な
ど
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
．
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
新

た
な
経
営
業
態
に
着
手
。

2015—
C

N
N

に
連
続
2
年
（2014
〜2015

）
、
「
誠
品
敦
南
店
」
が
「
世
界

で
最
も
ク
ー
ル
な
ブ
ッ
ク
ス
ト
ア
17
選
」
の
1
つ
に
選
ば
れ
る
。

 

誠
品
生
活
蘇
州
オ
ー
プ
ン
。
建
築
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
の

企
画
運
営
ま
で
、
誠
品
精
神
が
貫
か
れ
て
い
る
誠
品
初
の
建
築
物
。

 

台
北
市
の
松
山
文
創
園
区
に
「
誠
品
行
旅
（
エ
ス
リ
テ
ホ
テ
ル
）
」
オ
ー

プ
ン
、
文
化
や
読
書
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

映
画
、
音
楽
が
集
ま
っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
と
な
っ
た
。

2016
—

「
誠
品
生
活
松
菸
店
」
がC

N
N

に
「
世
界
で
最
も
ク
ー
ル
な
デ
パ
ー
ト

14
選
」の
1
つ
に
選
ば
れ
る
。
中
華
系
企
業
で
選
ば
れ
た
の
は
誠
品
の
み
。

2017
—

創
業
者
呉
清
友
が
逝
去
し
、
娘
で
あ
る
呉
旻
潔
が
誠
品
会
長
と
な
る
。

 

「
エ
ス
リ
テ
．
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
誠
品R

79

」
オ
ー
プ
ン
、
台
湾
で
最

も
長
い
書
店
通
り
の
企
画
、
施
工
に
尽
力
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
回
帰
、
空
間
の
公
共
性
の
尊
重
な
ど
を
強
調
し
、
長

い
河
の
流
れ
の
よ
う
な
時
間
と
文
学
か
ら
な
る
読
書
風
景
を
創
出
し
た
。

2019
—

誠
品
創
設
30
周
年
、
「
夢
と
想
像
の
地
　the Land of D

ream
s and 

Im
agination

」
を
テ
ー
マ
に
、
「
信
義
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
」

を
実
施
、
9
組
の
「
30
代
」
の
青
年
の
作
品
を
展
示
。
そ
れ
ら
の
作

品
が
デ
ザ
イ
ン
媒
体
と
し
て
き
わ
め
て
著
名
な
イ
タ
リ
ア
ミ
ラ
ノ
の

『designboom

』
、
日
本
の
『AX

IS

』
の
表
紙
を
飾
る
。
延
べ
70
万
人

が
来
訪
。

2018
—

「
誠
品
生
活
南
西
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。
台
北
市
西
区
に
位
置
す
る
一

棟
型
の
店
舗
で
、ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
な
「
生
活
広
場
」
を
打
ち
立
て
た
。

誠
品
生
活
が
日
本
の
著
名
な
雑
誌
『
日
経T

R
EN

D
Y

』
に
「2019

年
ヒ

ッ
ト
予
測
ベ
ス
ト
30
」
で
第
3
位
に
選
ば
れ
る
。

 

「
誠
品
行
旅
（
エ
ス
リ
テ
ホ
テ
ル
）
」
が
『
フ
ォ
ー
ブ
ス
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
』

に
2
年
連
続
（2018

〜2019

年
）
で
お
す
す
め
ホ
テ
ル
に
選
ば
れ
る
。

 

「
誠
品
生
活
深
圳
」
オ
ー
プ
ン
、
「
幸
せ
な
生
活
に
必
要
な
存
在
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
誠
品
生
活
の
特
色
と
読
書
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
体
験
、
デ
ザ

イ
ン
な
ど
多
様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
。

02│時間ノ橋      時間ノ橋│01




